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Intel 600個 $100 AMD 400個 $100

Intelの販売額
600個×$100＝$60,000

AMDの販売額
400個×$100＝$40,000

$60,000＋$40,000＝
$100,000

Intel 900個 $90 100個
$100

Intelの販売額
900個×$90＝$81,000

AMDの販売額
100個×$100＝$10,000

$81,000＋$10,000＝
$91,000

AMDの販売額
400個×$77.5＝$31,000

$60,000＋$31,000＝
$91,000

Intel 600個 $100 AMD 400個 $77.5

Intelの販売額
600個×$100＝$60,000

顧客が単価$100のCPUを合計
1000個購入する場合、正価なら
合計で$100,000になる1000台のうち600台分はIntel CPU搭載

モデルで構成する必要がある

1000台のうち400台分はAMD
CPU搭載モデルで構成

顧客がCPUを正価で購入する場合

顧客がIntelのリベートを受ける場合

Intelは1000台のうち900台分をIntel CPU搭載モデル
にするならCPU価格を10%を割り引くともちかける

Intelから900個を購入する場合に
は、合計で$9000削減できるAMD CPU搭載モデル

は全体の10%へと縮小

顧客はIntelから600個しか購入しないた
め、Intelのリベートは受けられない

AMDが対抗するためには
Intelのリベート分と同等のコスト削減に
するためには、400個を$3100で売らなけ
ればならない。1個当たり$77.5となる

AMDが$77.5程度に割り引いて、
ようやくIntelリベート時と同程度の
コストに削減

Intelの追加300個分は、実質
$2100、1個当たり$70となる

AMDは300個分を、対抗上1個
当たり$70にする必要がある

Intelの売上げとASPは正価の
ケースと変わらない AMDの売上げとASPは正価の

ケースの77.5%へと減少

Intelの売上げは$8100へと35%
増え、ASPは$90

AMDの売上げは25%へと減少、
ASPは$100

金額

個数

金額

個数

金額

個数


